
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 単位数 3

電子工学科 学　年 2 学年 履修区分 必修

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法
評価については，次の項目を，総合的に判断する。
１） 定期考査（授業計画にある通り1年間に4回実施される）
２）校内実力テスト（定期考査を補完する意味で，長期休業明けに校内実力テストが行われる）
３）「標準テスト」（全国工業高等学校長協会）
４）授業への取り組み（発表・学習活動への意欲・出席状況）学習意欲，学習態度，学習に取り組む姿勢
５）授業時のノートを提出させて整理の状況

「トレーニングノート電気基礎（上下）」（コロナ社）

評価の観点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

評　　価　　規　　準
電気の諸現象に関心をもち，それらを量的に取り扱い，その相互関係を式の変形や計算により意
欲的に解析するとともに，その取り組みを通して，身近な事象に対しても探求しようとする。

電気に関する諸量の相互関係について，基礎的な知識や技術を活用し，具体的な事象を適切に
判断し解析しようとする。

電気に関する基礎的な知識と技術を習得し，電気の量的な考察を通して創意工夫し，実際に活用
する能力と実践的な態度をもち，工業技術として具体化する能力を身につけている。

電気分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につけ，現代社会における工業の意義や役
割を理解している。また，環境の問題や工業技術の諸問題を主体的，合理的に解決しようとする。

技能

知識・理解

副教材など

   教科書を理解するための講義を受身で受講するだけではなく，実習科目との関連や，各種資格試験取得のための学
習との関連を常に考えて学習を深めてください。

１）問題集，配布した問題プリントを解答し，提出します。
２）各単元において，小テストや課題提出を行い，そこまでの内容理解度のチェックをします。さらに理解がされていれば
合格とし，理解が不足していれば補習・再テストを受け合格するまで繰り返します。

電気基礎

電気基礎(コロナ社)

   基本的な電気現象，電気現象を量的に取り扱う方法，電気諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により処理す
る方法など電気に関する基礎的な知識と技術を習得し，実際に活用する能力と態度を育成します。
具体的目標として，高学年で学ぶ専門科目の分野に発展する基礎知識を学び，国家試験・検定試験等の資格試験の
ための基礎学力の確立を目指します。関連する資格の主なものを次に示します。
１）第二種電気工事士
２）工事担任者　（総合種，デジタル・アナログ第１・２・３種）
３）第一級陸上特殊無線技士

    この科目は，１～２年生で学習し，(1)直流回路，(2)電気と磁気，(3)静電気，(4)交流回路，(5)記号法による交流回路
の計算，(6)三相交流回路，(7)非正弦波交流，(8)過渡現象，(9)電気計測の９項目について学びます。１年生では(1)～
(４)の前半の項目を履修し，２年生では(5)～(9)を履修し，問題集等を利用した演習を重視してその理解度と定着度を高
めます。演習を繰り返すことで基礎的・基本的な技術を確実に習得できるようにします。また，講義のみの授業にならな
いように，実習科目と連携をとっていきます。

教　科

学　科

使用教科書



長崎県立長崎工業高等学校

《指　導　計　画》 科目名 電気基礎 2 学年 3 単位
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（２）簡単な交流回路の計算

（１）交流回路の複素表示

評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

５　記号法による交流回路の計算 抵抗，インダクタンス，静電容量を組み合わせ
た交流回路における電圧，電流及び電力な
どの諸量の相互関係について理解し，ベクト
ル算法による基本的な交流回路についての
計算ができるようする。また，記号法は，交流
回路の電圧や電流などのベクトルを複素数で
表示させる方法であり，ベクトル計算を簡略化
する計算法であることを把握し，記号法による
交流回路の電圧や電流の計算ができるように
する。

（３）回路網の計算１

（３）回路網の計算２

（２）三相交流回路の電力

（３）回転磁界

６　三相交流回路

（１）三相交流回路

（２）電気の単位と計測法

（３）オシロスコープ

（１）簡単な回路の過渡現象

（２）Ｒ－Ｌ－Ｃ直列回路の過渡現象

９　電気計測

（１）基本電気量の測定

電圧，電流，電力のなどの基本量の測定法と
ともに，基本的な計測機器について，その原
理，構造，特性，取扱い方を十分理解する。
また，オシロスコープによる波形観測などにつ
いても学び，オシロスコープを用いた測定に
ついての基本を理解する。

三相交流の性質や特徴，電圧・電流・電力の
関係について理解し，三相回路の計算及び
三相電力の取扱いができるようにする。また，
三相交流による回転磁界についても触れ，そ
の発生原理を理解する。

非正弦波交流の性質について学び，非正弦
波交流回路の特性と計算方法について理解
する。

簡単な直流回路の過渡現象の性質と計算方
法について理解する。

（２）非正弦波交流回路の計算

８　過渡現象

７　非正弦波交流

（１）各種の波形


